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研究成果の概要（和文）：本研究は、豪雪中山間地の住民がwell-beingを感じられる農村社会を創出する上で求
められるコミュニティ再編の鍵を明らかにすることを目的とし、山古志地区の伝統行事「牛の角突き」を運営す
る山古志闘牛会、および、2004年新潟県中越地震で水没した木籠集落の活動支援を目的とした山古志木籠ふるさ
と会を対象として、各団体の会員として参与観察・聞取りを実施した。10年以上の長きにわたり継続されてきた
鍵として、活動の中心に山古志住民の意欲溢れる姿勢があり、それに共感した地域外者が山古志住民を尊重しな
がら支えてきたことが明らかになった。住民も地域外者も互いに尊重する対等な姿勢が秘訣である。

研究成果の概要（英文）：This study aims to clear the key point of rural community reorganization 
which members are the well-being status. The participant observation and interviews were conducted 
with the members of two groups which the author belongs to, which were "Yamakoshi-togyu-kai" Group 
which executes the traditional event "Tsunozuki" Bullfight, and the "Yamakoshi-Kogomo-furusato-kai" 
Group which supports the residents in the Kogomo settlement sunk by the Mid Niigata prefecture 
Earthquake in 2004. The key to success over the past 10 years has been the motivated attitude of the
 residents and the outsiders’ respect for the residents. The key point is an equal attitude of 
mutual respect for both residents and outsiders.

研究分野：農村計画学

キーワード： 豪雪中山間地　安寧（Well-being）　コミュニティ再編　災害復興　新潟県中越地震

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
被災経験のある中山間地域の住民のもつ安寧（Well-being）、および、地域外の支援者とのつながりを事例をも
とに示したことにより、人口減少や高齢化が進む中山間地域の振興や、令和6年能登半島地震をはじめ自然災害
に被災した農村地域の復興の必要性を学術的に示す意義がある。経済効率性のみではなくWell-beingの観点から
それらの推進が社会的に重要である。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 

人口が都市に集中し、「極点社会」と呼ばれるに至るまでの東京一極集中の中、農村地域は追
いやられ、「小さな拠点」の形成などをもとにした集約化の流れにある。しかし、農村地域、特
に中山間地域の住民に潜在する自治意識は高く、縮退した地域コミュニティを立て直そうとす
る動きが住民の間に芽生えている。 

農村計画の中心課題は、人間が豊かで幸せに満ちた生活を送れる生活・生産の場を適切に形成
することにある。そのために従来は生活拠点整備や交通網、さらには農地・農業用水・農道の整
備が推進されてきた。農村人口の減少が著しい近年は、ストックをいかに維持保全し、「小さな
拠点」を形成するかという議論が主流となっている。しかし、こうした議論には、住民がどのよ
うに生計を立てて地域活動を営んでいくのかという視点が十分に備わっていない。 
 
２．研究の目的 
 

本研究は、これまで取り組んできた 2004 年新潟県中越地震で被災した長岡市山古志地区を含
む豪雪中山間地を対象として、住民が well-being を感じられる農村社会を創出することを目的
として、地域コミュニティの再編の比較研究を行うものである。次の成果を目指して研究を進め
た。①先進事例のコミュニティ再編の長期的変容を明らかにする、②人口減少と高齢化のフロン
ティアである豪雪中山間地のコミュニティ再編を比較検討する、③コミュニティ再編を集落営
農主導型と地域交流団体主導型に分けてそれぞれの特性を明らかにする。 
 
３．研究の方法 
 

実施課題は、2020 年度から開始したが、コロナ禍の最中であったため、調査を実施する外部
者の来訪が歓迎されない中、現地調査を遂行する上で支障を来した。山古志地区ではこれまでの
信頼関係の構築が功を奏して調査を実施できたが、当初、集落営農主導型コミュニティ再編の調
査地として予定していた他地区での調査は控えざるを得なかった。また、2021 年度は一年間の
山古志滞在にて調査を進めたが、怪我により歩行困難に陥り、2022 年度にさらに一年間の滞在
調査となり、延長した 2023、2024 年度はコロナ禍が落ち着いてはいたが、他地区での調査を遂
行することは難しかった。 

こうした状況下、山古志地区の地域交流団体主導型コミュニティ再編に重点を置いて調査を
進めた。山古志地区の伝統行事「牛の角突き」を運営する山古志闘牛会、および、2004 年新潟
県中越地震で水没した木籠集落の活動支援を目的とした山古志木籠ふるさと会を対象として、
各団体の会員として参与観察・聞取りを実施した。 
 
４．研究成果 
 
（1）集落営農主導型コミュニティ再編 

農林水産省では、担い手が少ない地域における農地等の受け皿として農業生産を行っている
集落営農を担い手として位置付けている。2020 年度に実施した山古志地区の三ヶ地区の調査か
ら、農地保全に集落営農が貢献していることが明らかになった。また、本事例では集落営農の活
動継続に農地災害関連区画整備事業と中山間地域等直接支払制度の 2 点が寄与していると考え
られることから、中山間地域の農地保全のためには、多角的な支援が必要であることが示された。
さらに、農地保全には外部の力を借りるよりも集落住民主体の集落営農が適していると考えら
れることから、集落営農に対する体制整備支援を強化することが望ましい（田中・坂田、2021）。 
 

（2）地域交流団体主導型コミュニティ再編 
① 2 年間の山古志滞在とその後の通い調査で見いだした山古志闘牛会と山古志木籠ふるさと

会の動き 
筆者は新潟大学の研修制度に応募して 2021 年 4 月から 1 年間の予定で山古志地区に移住し、

コロナ禍のもと田園回帰や二地域居住などの農村地域へ向かう人の流れの中の一人となった。
コロナ禍という特殊な状況下での都市農村交流を農村生活者の視点から観察した内容を、①大
学生と地域との交流、②農村伝承文化における対応、③地域交流拠点における社会関係の 3 点
から整理し、農業農村整備について考察した。農村地域に居ながらにしてオンライン授業を行え
るようになったアフター・コロナに大学が農村地域に果たす役割は大きくなっているだろうし、
農業農村整備が担えるフィールドも膨らんでいるにちがいないと思われた（坂田、2022）。 

2022 年 2 月 26 日の日没間際、筆者は救急隊に雪原から救出され、救急車とドクターヘリで
中山間地域である新潟県長岡市山古志地区から長岡市市街地の三次救急病院に救急搬送された。
同地区に 4 月から 1 年間滞在するという長期出張が終わりに差し掛かった頃の出来事だった。



山古志闘牛会から入院中の筆者への応援メッ
セージ（写真-1）が寄せられた。受傷後の障害
受容において当事者として感じた農村の包摂
（Inclusion）と安寧（Well-being）を示すこと
で、「農村の良さとは何か」を明らかにすると
ともに、農業農村整備に関する所感を示した。
農村には他者を優しく包み込む、人や自然環境
による包摂がある。これは、厳しい自然環境の
もとでも、より良く生きる安寧から生み出され
ていると考えられる。これこそが、農村の良さ
だと思われる（坂田、2024）。ほかの例として、
山古志で肉用牛や闘牛を飼育してきた女性の
語りから、力強く生きてきた（Well-being）女
性の歩みも示した（坂田、2024 全国大会）。 

2 年間の滞在調査を通じて、山古志闘牛会、
および、山古志木籠ふるさと会、いずれも山古
志住民のみでは闘牛または集落行事の実施が困難化している中、地域外者の協力により成り立
っていることがわかった。特に、両団体は 2010 年結成であり、10 年以上の長きにわたり継続さ
れてきた鍵として、活動の中心に山古志住民の意欲溢れる姿勢があり、それに共感した地域外者
が山古志住民を尊重しながら支えてきたことが明らかになった（坂田、2024）。 

そのほか、滞在調査後の通い調査結果も含め、山古志闘牛会が直面したコロナ禍の危機を前後
の入場者数の推移から示したほか、デジタル村民を交えた動き、2004 年新潟県中越地震から 20
年に当たる 2024 年 5 月に山古志闘牛場で行われた全国闘牛サミットの様子、それに続く小千谷
闘牛振興協議会との協調路線を報告した（坂田、2024 支部学会）。 

 
② 小さな山古志楽舎、デジタル村民の動き 
こうした住民の主体的な気風は、2020 年に 10.23 追悼の集いの運営を目的として設立された

小さな山古志楽舎の活動（坂田、2023 全国大会）、2021 年度から山古志住民会議の主導により
始まった Nishikigoi NFT を介したデジタル上でつながるデジタル村民のリアル活動への参画
（渡邊・坂田、2024）、東竹沢公民館分館による青葉台住民との清酒の雪中貯蔵交流（佐野・坂
田、2024 全国大会）など、さまざまな形で広がりをみせている。 

小さな山古志楽舎は、地震からの復旧過程を先導してきた世代からの交代を目指し、山古志住
民会議という長岡市山古志支所ともつながりが深い任意団体からの働きかけによって設立され
た。全 5 地区内の 3 地区から 30～40 代の夫婦 3 組 6 名と事務局 1 名とで立ち上げられ、2022
年度には 2 名がメンバーとして、また、支所職員 1 名がオブザーバーとして加わった。2020 年
度の新潟県中越大震災復興基金の解散・清算を背景として、2020 年追悼式から当基金をもとに
したそれまでの大規模な式ではなく、住民主体の式とするため、若手が主導して式の運営にあた
ることを設立当初の活動の中心としていた。2022 年度までには、イベントの企画や、SNS 等で
「山古志で自分らしく暮らす」良さや山古志の課題等の発信にも取り組んでいる（坂田、2023
全国大会）。 

デジタル村民によるリアルとデジタルのむらづくり活動が地域社会機能の維持に果たす役割
が明らかになった（表-1）。まず、リアルのむらづくり活動では、楽舎が主体となり、地域の魅
力や現状を冊子・ネットで発信する「ラシクラス」の制作、飯ごう体験や虫の観察などの自然体
験イベントの開催のほか、追悼行事や山古志サミットなどの様々な地域活動を行っていた。特に、
追悼行事や山古志サミットでは、地域行事の運営および改善や、他出子へのはたらきかけなどの
役割がみられた。対して、NFT プロジェクトにおけるデジタルでのむらづくり活動は、主にデ
ジタル村民による地域の魅力発見・発信や、NFT アートの売買による経済面での還元が中心だ
った。中には、県内のデジタル村民が実際
に山古志を訪れて地域行事への参画もみ
られたが、地域社会機能の維持には間接
的に関わるものが多い。これらのことか
ら、地域社会機能を維持するためにはリ
アルでのむらづくり活動は欠かせないと
いえる。一方、デジタルのむらづくり活動
には、経済面での還元や、県内外の人々を
地域に呼び込む効果などがあったことか
ら、リアルのむらづくり活動にはできな
い役割を果たすことが期待できる（渡邊・
坂田、2024）。 

 
③ まとめ 
地域交流団体主導型コミュニティ再編において住民も地域外者も互いに尊重する対等な姿勢

が well-being を感じられる農村社会の創出の秘訣である。 

注）潮（うしお）とは筆者の愛牛の名前。「潮と山古志

で待っているよ。また一緒に闘牛を楽しもう」と筆者は

受け止め，目頭が熱くなった。 
写真-1 山古志闘牛会の皆さんからの応援メッセージ 
（2022 年 3 月 12 日に関 正史氏撮影）（坂田、2024） 

表-1 リアルとデジタルのむらづくり活動（渡邊・坂田、2024） 

リアルとデジタルの活動 地域社会機能の維持に関わる活動 

住民会議による 

小さな山古志楽舎 

（リアル） 

地域行事の運営・改善 

他出子へのはたらきかけ 

住民会議による 

NFT プロジェクト 

（デジタル） 

地域の魅力発見・発信 

経済面での還元 
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